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生態研
フォトコンテスト2025

※一部表紙に掲載
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ソウル国立大学データイノベーション科学研究所（IDIS）と
国際シンポジウムを共催しました。

         
        Bridging Multi-omics and Ecology

12月3日にソウル国立大学（IDIS）と国際シンポジウム “Bridging Multi-omics and Ecology: From 
Molecules to Ecosystems” を共同開催しました。 
生態研からは、工藤洋・本庄三恵・山尾僚の３名が講演し、木庭啓介センター長が Opening を務めました。

本学大津事業場衛生委員会および生体フィールド学系の共催で、2025年7月31日に第２回大津事業場ヘルスケア
講習会を当センター講義室２およびオンラインによるハイブリッド形式にて開催し、教職員・学生など約９５名が
参加しました。

本講習会は、労働安全衛生規則が一部改正（令和7 年6 月1 日から適用）され、職場における熱中症対策の強化を
図る一環として実施されたもので、本学環境安全保健機構産業厚生部門の阪上優教授から「フィールドワークから
デスクワークまでの総合的熱中症対策」と題して分かりやすく解説がありました。
なお、第１回大津事業場ヘルスケア講習会は2025年3月7日に実施しています。

第２回大津事業場ヘルスケア講習会（熱中症対策）を開催しました

講演を行う阪上教授
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2026年度共同利用事業について
毎年度、生態学の基礎研究の推進と生態学関連の共

同研究の推進を目的として、共同研究と研究集会・ワー
クショップを公募しております。

協力研究員に関するお知らせとお願い
協力研究員は担当教員とご相談のうえ、施設の一部をセンター員に

準じて利用できます。ただし、共同利用施設の利用にあたっては、別途、
上記の共同利用の申請手続が必要です。
任期は2年度末までとなります。申請は随時受け付けております。
申請書の様式は、　
http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/fellow.html
からダウンロードできますので、必要事項を入力のうえ電子メールで
お送りください。

申請書の提出先・問い合わせ先
京都大学生態学研究センター　共同利用・共同研究拠点担当

〒520-2113　滋賀県大津市平野2丁目509-3
  E-mail: kyodo-riyo@ecology.kyoto-u.ac.jp
Tel: 077-549-8200 / Fax: 077-549-8201

2026 年度共同利用・共同研究拠点事業に関するお知らせ

◉予算措置のあるもの
国際共同研究、共同研究 a、研究集会、ワークショップ
※2026年度の公募は終了いたしました。例年、11月頃

に公募を開始いたします。

◉予算措置のないもの
共同研究 b、資料利用
※申請は随時受け付けております。申請方法は下記

URL をご参照ください。
　　http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/contents.html

協力研究員は、本センターの協議員会の議に基づきセンター長
が委嘱します。なお、協力研究員は生態学研究センターの研究活
動の協力者であり、生態学研究センターに在籍する身分として認
められるものではありません。

その他のお知らせ─
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表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

a)　生態研近くの里山ふもとの農道に落ちていたトゲナナフシ
　   トゲナナフシは寒さに強く、冬季でも活動している（中野伸一）
b)　ブナの新緑と残雪が織りなす景色（小野誠仁）
c)　生態研の圃場に住むカヤネズミ　(吉浪理美）
d)　メソコスム実験系～ライトアップver.～（朝倉日向子）
e)　近江舞子沖定点Ie-1にて調査船「はす」より望む比良の残雪

（合田幸子）

f)　生きる場所を求めて、海から川へ遡上してくるヨシノボリ（田中良輔）
g)　ヤマカガシの捕食（ヒキガエル）シーン（佐藤拓哉）

● 佐藤拓哉准教授が11月1日付で教授に昇任しました。
● 特定研究員の篠原直登が9月30日付で退職しました。
● 特定研究員の吉田直史が11月21日付で退職しました。
● 西野貴騎が12月1日付で研究員として採用されました。
● 研究員の目戸綾乃が12月31日付で退職しました。

センター員の異動

生物多様性・生態系研究基金へのご寄付
2025年12月にマイルド産業株式会社様より生物多様性・生態系

研究基金（※）へご寄付をいただきました。今後、当センターの研究
活動に役立ててまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都大学基
金の中の生態学研究センターが設置したプロ
ジェクト支援基金です。法人税法、所得税法に
よる税制上の優遇措置が受けられます。詳細は
h t t p s : / / w w w . k i k i n . k y o t o - u . a c . j p /
contribution/biodiversity/
をご覧ください。

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

NAHALLAGE, Charmalie Anuradhie Dona

特別招へい教員（教授）
University of Sri Jayewardenepura
契約期間：令和7年9月1日～令和8年8月31日
滞在期間：令和7年9月1日～令和7年11月30日
研究テーマ： "Research on an eff ective management 
plan for mitigation of human-monkey confl ict in 
Sri Lanka" 

オープンキャンパス2026のお知らせ
将来、京都大学理学研究科の大学院生（修士または博士課程）として、

生態学研究センターにおいて生態学の研究に取り組みたいと希望され
る方を対象にオープンキャンパスを開催しています。当日は研究内容
についての紹介を行います。関心のある方はお気軽にご参加ください。

・日時　2026年3月25日（水）9：30-13：30
  ・現地開催（京都大学生態学研究センター）+オンライン参加併用
  ・参加無料
・参加には事前のお申し込みが必要です。
以下のQRコードよりアクセスいただき、Googleフォームにてお申
し込みください。

申込締切
2026
3/21

申し込み用Google
フォームはこちらから

センターへのアクセス
等はこちらからご確認
ください。
https://www.ecology.kyoto-u.
ac.jp/opencampus.html

センターニュース メール配信登録のお願い
生態学研究センターニュースはバックナンバーを含め、センターホームページの以下のURL からご覧いただけます。
https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/newsletter.html#ct3

発行のお知らせメール配信の登録、配信先の変更、配信停止等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォームより
必要事項のご入力をどうぞお願いいたします。

https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/

※図書室を運営される公的機関等へは、これまで通り冊子体版もお届けいたします。
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修士 謝 富績
琵琶湖で優占する Micrasterias hardyi の生態：
栄養塩利用に焦点を当てて

2025年9月　修士論文タイトル


